


























































失敗しないためのハウス導入のポイント

・20年前（30代前半）から、１haのハウスをこの土地
に建てることは決めていた。
・25歳頃、雨よけのパイプハウス５棟（15ａ）を自分
で施工した。
・その後、10ａ程度のハウスを自分で施工し、30歳の
頃に鉄骨ハウスを建て、トマトのハイワイヤー栽培を始
めた。
・地域内では、養液土耕栽培にいち早く取り組み、軒の
低かった鉄骨ハウスのリフォームを行い、全面トマトハ
イワイヤー誘引の養液土耕栽培とした。師匠から教わっ
たことを、自分の圃場の土壌や気象条件に合うように試
行錯誤を重ね、35歳の頃に栽培面での基礎や基盤が固ま
った。
・ここから１haのハウスを建てるまでの約15年は、自
分で販売することにも試みてマーケティングを学んだが、
１人で選果選別して輸送、販売することの大変さを学ん
だ。販売に時間を取られたこともあり、ハウスの規模拡
大はこの時期には行わなかった。
・50歳の頃、20年間温めていた計画に満を持して着手
し、多くの方々のご協力やご縁にも恵まれ、約５年前に
１haのハウスを建設することができた。

①低コスト化することも大事だが、毎日ハウスに通うと
きに「よいハウスだな」と思える、ワクワクするような
ハウスであることも大事。特に、自分や家族だけが働く
のではなく、パートさんや従業員を雇用する場合には、ハ
ウスは「職場環境」にもなるので、そういった観点でも

ハウスを検討する必要が増すのではないか。ある農業未
経験のパートさんが初めてハウスに来たとき「農業はコ
ンテナの上に座って休憩するイメージがあったが、休憩
できるスペースや机があり、今まで働いていた職場と変
わらない」といっていただくなど、“職場としての環境”
にこだわったことで、パートさんの定着率が高い。
②予算のなかでどこを重視するか。コストを下げること
も大事だが、重視するところにはお金をかけるべき。私
の場合、１haのハウスでは、長期的な張り替えコストを
抑えるために、初期コストはかかるが、屋根のフィルム
は「エフクリーン」に決めていた。
③独りよがりにならないよう、部会や仲間と話し合うこ
と。特に、部会などで販売する場合には、部会の販売先
からのニーズに合った作物をつくれるハウスや栽培管理
にすることも考慮すべきである。そういった意味で、地
域の現行のハウスに比べてあまりに先を行き過ぎたハイ
スペックなハウスではなく、「地域に合った、地に足をつ
けたハウス」とすることも大事だろう。
④一方で、先々の外部環境の変化、栽培方法や経営方針
の変化に対応できるよう、ハウスには一定の「拡張性」
を持たせるとよいかもしれない（品種変更に合わせた誘
引線の高さの変更、土耕から養液栽培への変更など）。拡
張性を持たせるには、基本的な器である躯体（間口、軒
高、天窓、中間室など）をしっかりとつくっておくこと
が大事である。
⑤１haと大規模なハウスで大事にしたのは「動線」。例
えば、畝の長さが50㎝を超えると収穫作業する人が疲れ、
効率が落ちるので、50ｍを超えないように通路や中間室
の位置を工夫した。また、ハウス内の通路幅を軽トラッ
クが通れる程度に設けたので、収穫物や残渣、諸資材の
搬入出の労働負荷を下げることができている。

ハウスを建てるまでの経緯

ハウスを検討する際に大事なこと

“栽培技術”という基盤があってこそ
栃木県㈱小林菜園　代表取締役　小林正樹さん
○トマト土耕栽培
○トマト1.3ha＋水稲＋麦・大豆＋にらなど

生産者インタビュー①
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・１haのハウスを建てた初年度に水害を受け、ハウスと
作物が水没した。48時間以内に水を抜かないと根が傷み、
全面植え替えになるところだったが、地域の仲間やＪＡ
グループの職員からの応援もあり、どうにか排水でき、植
え替えは一部のみで済んだ。また、たまたま水害が対象
になる保険を地元のＪＡ担当者から勧めていただいたこ
ともあり、損害の一部をカバーすることができた（写真
１）。
⇒ハウスの規模が大きくなるほど、水害や台風などの災
害リスクは高まる。この点は肝に据える必要があるし、リ
スクヘッジも重要となる。また、水害後にさまざまな方
が力を貸してくれたのは、普段から地域とのつながり、人
の縁を大事にしていたからだと思う。

①ハウスの導入に失敗する原因は意外とシンプルで、基
礎的な栽培技術をおろそかにしてしまった場合が多いと
感じている。特に、最近は栽培そのものよりも、販売や
データ利用を重視している方が多く、いくら立派なハウ
スを建てても、基本的な栽培技術が足りなければ、その
ハウスを活かすことができない。“栽培技術”という基盤
があってこそのハウスの新設や規模拡大だと思う。
②人に流され過ぎないこと。人の話を聞くのは大事だが、
自分の芯を持って投資すること。そうしないと、出来上
がったハウスを見て「これが建てたかったものなのか？」
となってしまう。師匠が何人もいると自分がブレてしま
うので、まずは、この人と決めた方からきっちりと学ん
だほうがよいと思う。
⇒ハウス設備の検討だけでなく、経営面でも「最終的に
は自分で答えを出す」ことが大事だと思う。

糧になった経験 これからハウスを導入する方に向けた
メッセージ

写真１　水害の復旧と植え替えを終えた日の私と息子
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などに防草シートを設置する、などである。
・土壌の排水性の改良は、特に土耕栽培の場合、生育ム
ラを抑えることにつながる。
・また、雨水の排水先は、周辺住民や地域とトラブルに
なりやすいので、事前に整備しておく必要がある。
⑤原水の確保
・早めに井戸を掘って水質や水量を確認する。特に、原
水の質が基準を満たさない場合は、井戸の掘り直しや、上
水利用、水質処理機の検討も必要となる。最悪の場合は、
栽培方法の変更（養液→土耕）や、別の土地を探すこと
となる。できればハウス仕様の検討段階で早めに井戸を
掘ることを勧める。

①必要なところにはお金をかけること
・目先のお金のよりも、将来を考えて“生きたお金”を使
ってほしい。補助事業の有無や補助内容にもよるかもし
れないが、当地の場合は、具体的には、片天窓やチドリ
天窓ではなく、両天窓、外気導入設備などにはお金をか
けることが多い。
②作物目線で考えること
・自分なりの理由や仮説をもって、ハウス構造や作型、栽
培方法、設備、土づくりを試してきたが、振り返ってみ
て感じるのは「うまくいかなかったのは、視点が作物の
ためではなく、自分本位での考え（安易なコストダウン
など）であったものだ」と思う。「作物目線で意味のある
仕事」をしないと、作物は応えてくれない。

①大事なのは「取り組む気持ちと考え方をどう育てるか」
・研修生には、県内外の産地を視察し、他作物の篤農家
の話を聞く場を設けるようにしてきた。さまざまな視点
や考え方に触れることで、自分自身や、自分の産地をよ
り深く、客観的にとらえることができるようになる。
・また、就農までの支援や、就農後のフォローなどの出
口戦略が整っていると、安心して研修に集中できるので
はないか。当ＪＡさが みどり地区トレーニングファーム
では、研修中に、ハウス建設のための土地探しや事業申
請、ハウス仕様検討をサポートし、ハウス建設にあたっ
ては、ＪＡがリース事業を行うなど、出口体制づくりが
整っている。また、各市町では、園芸団地を整備してい
る。

②まずは栽培技術と労務管理、次に経営
・経営に先走ってしまう風潮もあるが、“栽培技術”とい
う基盤がなければ経営も成り立たない。
③実践的な研修とすること
・トレーニングファーム最大の魅力は、環境測定機器を
実際に研修生が操作できる点である。トレーニングファ
ームは、失敗が許される研修の場であり、失敗から学ぶ
ことがあると思う。
・また、毎週ミーティングを行うが、研修生の自発性を
高めるために毎週の報告を研修生から行い、アドバイス
をしている。
・研修２年目には模擬経営を行い、40ｔ/10ａ近い実績
が既に出ている。まず収量を求めるが、模擬経営なので、
最後に収支を確認することで、就農後の経営をイメージ
できるようにしている。

・自分がトレーニングファームの仕事をやっている理由
は、今まで自分を育ててくれた、地域や仲間の人たちへ
の恩返しだと思っている。
・また、新規就農者が入ってくる産地は販売力が増す。

「若い生産者が増える産地＝卸売市場などの買い手からみ
れば長く付き合える産地」となる。したがって、新規就
農者や後継者を育てるというのは、大変だし個人的な負
担も大きい仕事だが「産地基盤が強化され活性化するこ
とは、まわりまわって自分の経営にも還ってくる」。この
循環は、ＪＡの共販や部会ならではのよさかもしれない
し、自分が研修生の育成に取り組み続けられた理由かも
しれない。

これからハウスを導入する方に向けた
メッセージ

研修生や後継者を育成するうえで
心がけたいこと

最後に

経営開始
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農業関連基礎講座 栽培基礎講座・経営管理講座

１年目続き 担当研修ハウスにて実践研修（模擬経営）

栽培基礎講座・経営管理講座

模擬研修

模擬経営分析
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検討・資金計画　など
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※国または県の補助事業を活用した場合のスケジュール（研修のイメージ）

修
了
式

図１　ＪＡさが　きゅうりトレーニングファームの研修スケジュール
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失敗しないためのハウス導入のポイント

　施設園芸トマト栽培を始めてから54年。その間、経験
したことを述べたい。
①農業の基本は「持続的な経営」である
・収量だけを追い求めるのが正解ではないと思う。経営
なので、費用対効果、つまり収支を考えて設備投資や栽
培管理をしなくてはならない。
・例えば、収量や販売単価を考慮し、設備投資や生産コ
ストを検討する必要がある。そのためには、環境データ
および経営データの活用や分析が必要である。
・そういった意味でも、いきなり設備をフルで導入する
のではなく、将来の栽培の方向を考え、間口や軒高など、
後で変えられない部分はしっかりと基本設計をつくって
おき、栽培技術を習得し経営が安定した時点で、環境制
御機器やミストなどの設備をバージョンアップしていく

（図１）。こういったスタイルのほうが、経営的な環境の
変化にも強い。特に、新規就農者には「最初に失敗をし
ないこと」が大事なので、栽培や経営がうまく回り出し
てから投資することを勧めてきた。
②ハウスをいかに有効活用するか
・栽培を開始した頃、トマトの誘引方法は「斜め誘引」
で、11月に定植し、収穫期間は約5.5ヵ月だった。大き
な投資をして建てた高軒高ハウスを最大限活用するため
に「収穫期間の延長」を経営課題とした。平成16年頃に、
土耕栽培で単収25ｔをめざす「ドリーム25」のプロジ
ェクトを立ち上げた。地域の仲間や県普及員、試験場、
ＪＡグループとの取り組みにより、収穫期間を約9.5ヵ

月に延長し、長期多段どり栽培を確立した。プロジェク
ト発足当時の県平均単収は12ｔ程度だったが、平成26
年頃に「ゆめファーム全農とちぎ」で単収40ｔを達成し
た（写真２、３）。
③栽培・作業環境の改善
・トマトの生育ストレスが少ない「ハイワイヤー吊り下
ろし栽培」を採用し、節間や冬の着果段数を実測して誘
引線の高さや軒高を決めた（写真３）。また、この栽培方
式を採用することで、収穫作業が腰の高さでできるよう
になり、作業環境も改善できた。

ハウスを検討する際に大事なこと

農業の基本は「持続的な経営」

栃木県　トマト農家　大山　寛さん
○トマト土耕栽培
○トマト約１haなど

生産者インタビュー④
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図１　付帯設備導入と単収の推移
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写真３　ハイワイヤー誘引の樹姿と収穫果房の位置

④地域環境資源の有効活用
・栃木県の地域資源がよい点は①冬の日射量の多さ②地
下水の量と水質③肥沃な土地④高速道路が整備され大消
費地東京に近いこと。この環境資源を最大限に活かすに
は、中～大規模な施設園芸が向いており、優位な経営を
することができてきた。一方で、冬場の夜温が低く、夏
の温度が高いことが課題である。この点を補うために、冬
場の暖房機の設定温度を0.5℃刻みに変え、また樹の栄
養生長と生殖生長のバランスのとり方を工夫し、この地
域環境で収量と暖房コストのバランスから、理想的な管
理方法を模索し続けてきた。

・長い間、施設トマトを栽培しているなかで、多くの困
難に遭遇してきた。1974年（昭和49年）のオイルショ
ック、また定植目前に竜巻でハウスが倒壊したこともあ
った。そのようなときでも地域および部会の仲間に撤去
や建設を手伝ってもらい無事に栽培を続けることができ
た。また、2011年（平成23年）の東日本大震災では、大
規模な停電が発生し、発電機を部会の仲間でかき集め、夜
通し仲間のハウスの天窓やカーテンを閉めてまわった結

糧になった経験

写真１ハイワイヤー誘引に合わせて間口と軒高を選定した高軒ハウスの内観

写真２　ハイワイヤー誘引に合わせて間口と軒高を選定した高軒ハウスの外観
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写真４　支えあってきた家族と仲間

果、部会員全員が被害を受けず作物を守ることができた。
・また、仲間とともにトマトの現地検討会などで作物を
観察しながら情報交換し、課題の解決につながった。
⇒「持続的な経営」のためにも、困難な「谷」が来たと
きに支えあえる「仲間」が大事となる。ＪＡの部会で一
番大事な機能は「仲間」と「切磋琢磨」することではな
いか。１人だとつぶれてしまうが、仲間がいると諦めず
に頑張れ、乗り越えられる（写真４）。

①収量が伸びない主因は「作業の遅れ」と「病気の発生」
・作業の優先順位を間違えないこと、そして計画防除に
より病気の多発を抑えることである。これらの基本をき
っちりと身に着けてからでないと、環境制御機器や炭酸
ガス発生器を導入しても効果が期待できない。
②課題を「最小限」のうちに解決すること
・周辺産地の病害虫の発生状況や、今後の資材情勢と販
売情勢を「先読み」しながら、早めに課題解決に取り組
むことが大事。例えば、土耕栽培での長期多段どり栽培
においては青枯病やネコブセンチュウなどの土壌病害が
致命的なリスクとなると考え、耐病性台木の導入や土壌
還元消毒などのあらゆる土壌消毒方法について試験を行
い、産地で普及性や再現性のある技術体系づくりに取り
組んだ。
・産地全体で持続的な経営を行っていくためにも、課題
やその解決方法などの「情報を地域で共有すること」が
大切だと思う。行政の普及員やＪＡにも共有、発信する
ことで情報や知恵も集まるし、関係者のレベルアップに
もつながる。

③「最大の課題」１つずつ解消していく
・栽培や経営を１作回すなかで、必ず課題が見えてくる。
すべての課題を次の１年で解決することは不可能なので、

「最大の課題」を１～２つだけに絞って取り組む。課題の
絞り方は収量や経営の制限要因になっている“ドベネッ
クの桶”のように「桶の一番低い板を上げていくイメー
ジ」。そうすることで水の入る量が年々と増えていく
・研修生を受け入れたときには、栽培開始から収穫終了
までの１年間、栽培管理をして自ら見出した課題を自分
でまとめて提案してもらっていた。自らの気づきを尊重
した。また、栽培開始時には、大きな資金を投資するの
で、困難に遭遇したときも乗り切る意志があるかどうか
を確認した。
④今の日本の施設園芸の「最大の課題」とは
・１つ目は「地域資源を活かした暖房コストの低減」。例
えば、地下水の温度は冬でも約16～17℃ある。その熱を
有効活用した暖房機や、暖房補助機の開発をさらに進め
ていくことに期待したい。各地には排熱を出す施設（ゴ
ミ焼却施設など）もあり、地域連携も必要である。
・２つ目は「品種開発」。資材や人件費が高騰するなかで、
栽培やハウス設備の工夫だけで乗り越えていくには限界
がある。これまでも種苗メーカーには「収量15％増、食
味は現在と同等以上」を要請し、比較試験にも取り組ん
できた。最近では、海外系の血の入った品種も出てきて
いるが、今後の開発に大いに期待している。
⇒「地域資源」の有効活用や、日本の強みを活かした「日
本型施設園芸」をめざしたい。

これからハウスを導入する方に向けた
メッセージ

生産者インタビュー④

失敗しないためのハウス導入のポイント
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①費用対効果
・栽培方法や経営スタイル、地域資源にあったハウスや
設備を選ぶことで、必要以上の投資を防ぎ、また有利な
経営ができる。
・むやみに収量だけ追い求めるのではなく、あくまで収
支、つまり費用対効果で考えること。
・一方で、自分がこだわるところや、ベースの構造とな
るところには一定のお金をかけること。特に持続的な経
営を行うために、環境変化に対応できる拡張性、働く人
の作業環境の観点も重要。
②基本的な栽培技術や管理の重要性
・基本的な栽培技術や労務管理、防除体系という基盤が
あってこそ、ハウスを使いこなせる。
・基本をきっちりと身に着けてからでないと、環境制御
機器や炭酸ガス発生器を導入しても効果が期待できない。
・そのために作物をよく「観察」し「力を引き出す」こ
とが大事となる。

③経営者として
・経営者として、最後は自分の意思と責任で決めること。
・困難に遭遇したときも乗り切る意志があるかどうか。
④仲間の大切さ
・仲間の励ましや助けがあったから、災害などの困難を
乗り越えることができた。
・ＪＡの部会には、困難を乗り越え、切磋琢磨していく
仲間としての機能もあるのではないか。
・新規就農者や研修生を育て、産地基盤が強化されるこ
とは、まわりまわって自分たちの経営にも還ってくるこ
とである。この循環はＪＡの共販や部会ならではのよさ
ではないか。
⑤地域資源や環境の活用
・ハウス（園芸施設）は、すべての環境を制御している
ものではない。建設地の立地条件をしっかり評価し、活
用すべき外部環境を上手く活用することで施設建設・栽
培・出荷にかかる経費の削減につなげることができる。

生産者インタビュー総括

・「栽培者」「経営者」として自分にあったハウスを選
ぶためのエッセンスが詰まっていたのではないでしょう
か。
・ハウスとは、あくまで「環境」であり、地域資源も上
手く活かし、自分の栽培や作業方法、経営スタイルなど
「自分にあった」ものを、選んでいくものだということを
再認識させられる内容でした。
・「天」＝地域資源や外部環境、「地」＝地の利、「人」
＝仲間や人の輪、を活かしたハウス導入や栽培、経営
を行っていくことで、困難や外部環境の変化を乗り越え
られる「持続的な経営」につながっていくのではないで
しょうか。

編集後記
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図２　園芸施設向け施主代行の業務内容例

導入相談1
栽培品目や方法、予算、スケジ
ュールなど、考えられている営
農モデルをうかがいます。ま
た、建設予定
地があれば、
現地の調査を
行います。

設計・見積確認4
基本仕様書をもとに業者から概
算設計・見積を収集します。そ
の際に設計・見積が適正なもの
であるかを確
認します。

工事中の管理7
工事の着工から完成まで工事の
管理を行っていきます。定期的
な工程会議、中間検査を実施
し、工事内容や進捗を確認しま
す。

基本仕様書2
ヒアリング内容や要望事項、建
設地・気候などを考慮して、建
設する施設の基本的な仕様を、
ともに検討・作成していきま
す。

業者決定5
業者決定までの段取りや透明性
の高い入札などを執り行いま
す。

完成引き渡し8
試運転、竣工検査を行い、完成
した施設を引き渡します。

業者選定3
建設にあたり工事を適正に実施
できる業者を選定します。

契約事務6
業者との請負契約に関わる事務
を代行して行います。

・施設の建設において、生産者が直面するさまざまな不
安や問題を施主の立場で解決するＪＡグループのシステ
ムです。選果場やカントリーエレベーターなどのＪＡ所
有施設の建設などにおいても広く利用されています。

・園芸施設においては、施主（主に生産者の方）ととも
に、建てたいハウスの構造や能力をまとめた基本仕様書
の作成、施工業者選定の適正実施、請負業者の工事状況
の管理や検査などを行い、事業の実施を総合的に支援致
します（図１、２）。
※補助事業申請書の作成や、各種行政手続き、会計検査
対応などの主体は施主となります。

１． １． 施主代行方式施主代行方式とはとは

２． ２． 園芸施設向園芸施設向けけ施主代行施主代行とはとは

・委任業務の対価として、施工業者と契約
する建設工事費または製造請負工事費に一
定の料率を乗じたものを「管理料」として
いただきます。

３． ３． 管理料管理料についてについて

園芸施設向け施主代行のご紹介

図１　施主代行方式のイメージ

施主とＪＡグループが委託契約を結びＪＡグループが
施工業者と請負契約を結ぶことで構想段階から

建物引き渡しまで安心して施設の建設をお任せいただけます

委任契約
（施設建設契約）

工事請負契約
（製造請負工事）

施主 施工業者

ＪＡグループ
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※一部県やエリアでは、園芸施設向けの施主代行を行っておりませんので、
最寄りのＪＡや経済連、全農県本部などにお問い合わせください。

※ハウス仕様や規模、事業の進捗状況、与信状況などによっては、お受け
できないケースもございますので、ご了承ください。

39




